
(1) 担当支部： 北海道支部 13645

分水嶺区分：道北 2004年 6月 27日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
中村　喜吉 10078

CL西野　數之 11515

SL漆崎　隆 13040

高木　百合子 13445
計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：

ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒

歩行開始点 天塩岳ﾋｭｯﾃ　 142 51 43 59 35.08 755 5:35

分水嶺到達点 新道上 142 53 43 57 48.32 1,492 11:45 11:45 A-1

H059 天塩岳 142 53 43 57 51.72 1,558 12:00 13:00 A-1

分水嶺離別点 渚滑分岐 142 53 43 58 35.52 1,516 14:06 14:06 A-1

歩行終了点 天塩岳ﾋｭｯﾃ 142 51 43 59 35.08 755 17:05 A-1

分水嶺距離　1.7㎞ ： その他距離　9.8㎞

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを記
入してください 点名 等級 方位

H059 天塩岳 １等本点 南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

道の
状況

到着
時刻

(3)山行日： 曇りのち晴れ

名

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

9.77

9.40

16.69

経度E
秒

宇江内山

9・10

8

9

9

鈴木　貞信

会員番号：鈴木　貞信

新道上～H059天塩岳～H058前天塩岳～渚滑分岐

13645

高度
ｍ

緯度Ｎ

事務局整理記入欄 北海道－84

5名

札幌→旭川→愛別町→天塩岳ﾋｭｯﾃ（往復）

天塩岳ﾋｭｯﾃ→ガマ沢旧道→奥二股→右沢源頭→新道出合→天塩岳→渚滑分岐→前天塩岳→天塩岳ﾋｭｯﾃ

天塩岳

天塩岳

保存
状況

宇江内山

良好

19.70

特記事項

Ｍ３３．０３．２９撰点

8時間45分

登山口に朝日町営の立派なﾋｭｯﾃがある。以前ﾋｭｯﾃの隣に営林署のプレハブ作りの避難小屋があったが現在は撤去されている。

前天塩岳登山コースの内、1032から旧道分岐までのルートは、地形図の位置より沢側に付いている。

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：　

雪渓が薄くなっていたため、ルートの選定には神経を使った。

今回の山行は、北海道三大河川の一つである天塩川源流からの沢登山で、沢には雪渓が残っていたが、時期が少し遅く

山行中約４０種類の高山植物があった。特に前天塩岳では、白及び赤色の駒草に会えた。

墓場となっており、そこにコケモモ等の花畑が広がっている。

天塩岳

渚滑分岐は、前天塩岳Ｈ０５８の東200m地点。

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特
記

天塩川源頭近くで

9.77 8

総歩行時間（休憩時間を除く）：

天塩岳から前天塩岳までの分水嶺は西側がハイマツ帯、東側が草付きの斜面で、前天塩岳近くの斜面はかなり前の山火事でハイマツの



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　

天塩川源頭近くで


